口腔機能発達不全症をみるためのポイントとは
～　子どもたちの現状をみることは、子どもたちの未来をみること　～

　平成30年度歯科診療報酬改定により、口腔機能発達不全症が収載され保険算定可能になり、小児の口腔機能は着目されてきています。子どもたちは食べる・話す・呼吸する・表情をつくるなどの口腔機能を少しずつ成長させながら育っていきます。その成長過程の中で、機能の発達がうまくいっていない子ども（口腔機能発達不全症の子ども）たちは多くなっていっているといわれています。歯科医療従事者は口腔機能の発達に問題がある子どもたちをどのように見分け、支援することができるのでしょうか。そのような子どもたちに私たちができることは何なのか、一緒に考えることができたらと思っています。
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